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時間生物学のフロンティア

岡村 均

京都大学大学院薬学研究科

本年度の大阪で聞かれる第四四時間生物学会が迫っています (10月25-271:1 :大阪国際会議場と大阪1:1:1;:t-!:公

会堂)。今回は、アジア睡眠学会、日本睡眠学会との合同学会です。合同学会全体としては、 3つの基調講演、

7 つの特別 ~\~ì寅、 34のシンポジウムが行われ、非常に大規模な学会となります。 また、多数の外国人の参加が

見込まれ、国際色豊かな学会になります。時間生物学会からも、 Stev巴nReppert教授 (Universityof 

Massac b use tts)の基調講演をはじめ、癌の時間治療のFrancisLevi所長 (INSERM-U776)、シグナル伝達研究

の西田栄介先生(京都大学)、幹細胞研究のPaulFrenett巴教授 (MountSinai Scbool of Medicine)など世界の

第一人者を招待し、ご講演を願います。海外の有望な若手である晴乳類のStevenBrown先生、ショウジョウバ

エのMicbaelNitabacb先生、イ ーストのBenjaminTu先生の講演は、同世代の皆さんに大きな刺激になると思い

ます。アジアlIillll民学会からもメラトニン研究のDavidJ. Kennaway教授 (Universityof Adelaide)、ヒト迫伝学

をマウスに展開するYing-HuiFu教授 (Universityof California)なととも来られますので、時間生物学関係の方

も是非拝l臨してください。

また、今大会の目玉として、大型企画である 「時間塾」を開催いたします。これは、初日 (25日)10時から

全日と 2日目 (26日)午前中に開催されます。この塾は、普段接触することのまれなシニアリサーチャーであ

る講師が、若手 2名からなるインタビュワーに質問を受けたり、時間生物学の展望を詰るという形式で進行さ

インタラクテイブな講義を目指します。一人45分間の持ち時間で、インタビュワーがこの時間をすべて

コーディネー卜 いたします。講師には、 是非、次世代の時間生物学を目指す学徒に、 l膝詰で講義していただき

たいと考えています。講師は、時間生物学会というヘテロなオリジンをもった学際的な分野から選定し、

企画を通して各々の分野の伝統の継承に役立てたらと思っております。

本年は、晴乳類時計遺伝子が発見されて丁度12年になります。この間に、ヒ トを含む11m乳類の分子遺伝学が

誕生し、それまでの各種生物における遺伝学的研究 (ショウジョウパエ、アカバンカピ)と結合し、ヒ ト|臨床

情報をマウスに展開するという極めて野心的な方法論も産み出しました。また、時計を構成する要素が雌定し

た現在、JI寺間生物学の樹立者であるPittendrigbとAscboffの両巨頭による生物 リズム理論の分子レベルでの検

証という新次元での解析も始まりました。さらに、シアノバクテリア研究は「分子時計」の物理化学的研究を

創始しました。日前乳類では、膨大な細胞研究の蓄積の時間生物学への展開が始まり、細胞内時計シグナル伝達

研究が急速に進み、時計異常が如何にして疾病に至るのかの解明が試みられております。ただ、ヒ トは60兆個

もの細胞時計で構成されるのですが、その全貌を示す 「時計システム」はあまりに巨大で、この191"明はこれか

らの大きな課題と 言えるでしょう 。

時間生物学は若い学問であり、多くのフロンテイアが未だ残されています。時間生物学は拡大し続けます。

その現場を見てください。我々は、そのカ ッティングエ ッジとなって時代を切り開こうではありませんか。
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